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代表弁護士　井口　博（第二東京弁護士会所属）

来年度狛江市内に事務所開設予定

東京ゆまにて法律事務所東京ゆまにて法律事務所
狛江駅から成城学園前駅まで３分・駅南口から徒歩１分

世田谷区成城2-40-5ヴェルドミール成城901号

☎03-3416-4371☎03-3416-4371
（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）
ホームページ

▲

http://yumanite.jimdo.com/

●代表弁護士は元大阪地裁判事。前司法試験考査委員●成城で事務所開設10
年。所属弁護士3名。市民相談900件以上●相続・遺言・後見を中心に、離婚・不動
産・金銭貸借・雇用・多重債務などあらゆる法律問題の相談をお受けします●法律
相談は初回（30分）無料。夜間・休日の相談はお電話で。

全国に広がる絵手紙愛好家の輪
3月26日にサポーターのつどい
「絵手紙発祥の地－狛江」実行委
員会が、絵手紙を盛り上げるため、
絵手紙の輪を全国各地に広げ、絵手
紙愛好家の交流をはかろうと平成20
年に発足したのが「狛江－絵手紙サ
ポーター」。
誕生以来、全国から入会の申し込
みが寄せられ、現在446人のサポー
ターが各地で活動するとともに、作
品を狛江市へ送ってきている。実行
委員会では、こうしたサポーターの作

品を狛江市内の絵
手紙街角ギャラリ
ーなどで展示する
ほか、サポーター
の活動を活性化す
るため「狛江－絵手紙サポーターＮＥ
ＷＳ」を年4回発行している。
また、26年からは「絵手紙サポー
ターのつどい」を毎年開催、全国か
ら訪れたサポーターの貴重な交流の
場となっている。
ことしのつどいは3月26日
2時～4時にエコルマホール6階展示・
多目的室で開催される。当日は昨年

1年間の狛江へ
の絵手紙投稿者

BEST3表彰、絵手紙作家小池邦夫
さんのミニ・トーク、サポーター同士
の交流などが行われる。参加者は当
日自作の絵手紙（テーマは自由）を
持参。現在参加者を募集している。
申し込み・問い合わせは☎3430-
4106「絵手紙発祥の地－狛江」実
行委員会事務局(一財)狛江市文化振 
興事業団
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食卓に春の香りを届ける
ナバナ(菜花)は、食用や観
賞用など種類が多く、食用
にもさまざまな品種があり、
市内でも多くの農家が栽培
している。
中和泉の飯田清さん(57)
方では、耐寒性に優れ、葉
やツボミが大きめで緑色の
「CR花かんざし」約750株
を栽培している。10月上旬
に種子を畑にまき、鳥害よ
けの不織布をかけて育てる。
開花する前に先端から約15
～20cmのところで茎を切っ

て1月
中旬か
ら3月中
旬まで直売所で販売する。
飯田さん方は、自宅周辺
や狛江市役所近くで代々農
業を営んできた。清さんで7
代目になるが、昭和40年代
に農業用の水が減ったため、
稲作をやめ、野菜を市場へ

出荷していた
が、20

数年前にす
べて直売に切

り替えた。
清さんは、公務員
だったが、父の城司
さん(86)を手伝うた

め平 成16
年に退職、
現在は３カ
所の農地合
わせて約40aでトマト、キュ
ウリ、キャベツなどの野菜と
ミカン、カキなどの果樹約
30種を栽培している。最近
は城司さんが出荷の準備や
直売所の店番を担当、栽培

は清さんが行ってい
る。清さんは「作業
中に声をかけられた
り、新鮮でおいしい
と言ってもらえるの
がうれしい」と話し
ている。飯田さん

旬菜菜ナバナ
食卓に春の香り届ける　葉とつぼみを食用に

狛江駅南入口交差点近くの世田谷通
りに面した「蛇の目鮨」は、イキが良
いネタを使った握りずしとウナギのかば
焼きが味わえるすし店。
昭和54年の開店以
来、地元の多くの人に
親しまれ、店主の乙坂
浩樹さん（33）が6
年前に2代目店主とし
て父の跡を継いだ。

毎日、川崎市宮前区の卸売市場に出
かけて選んだ旬の魚介類を使った握り
ずしが好評で、貝の種類が多いのが特
色。メニューは、にぎりが並（1,100
円・税別）から特上（2,100円）まで
４段階あるほか、ハマグリなど魚介類
のお好み寿司（150～600円）、ちら
し（1,200～2,200円）などが人気。

また、生きたまま仕入れて自
分でさばき、開店以来使って
きたタレで焼き上げたうな重
（並2,400円）、ドジョウを
ウナギに代えた同店オリジ
ナルの柳川うなぎ（1,300
円）もファンが多い。

乙坂さんは
大学在学中か
ら銀座の有名
すし店で修行
した経験をい
かし、アナゴ
を40分余りか

けて煮たり、厚焼き卵も昔ながらの方
法で焼くなどすしネタの仕込みに手間を
かけている。
客席はカウンターと座敷合わせて20席
で、家族連れやグループの利用も多く、
出前を頼む人も多い。
乙坂さんは「最近は回転ずしが人気
ですが、カウンターで好みのすしを注文
して味わう昔ながら
の楽しみ方もお勧め
です。天然の魚介類
のおいしさを、ひと手
間かけてさらに磨きが
かけられるようにして
います」と話している。

☎3488-7146　東和泉1-33-10　営業
＝午前11時～午後2時/4時～11時（ラス
トオーダー10時30分）、水曜休み

すし・うなぎ

蛇の目鮨
至狛江駅南口

蛇の目鮨

世田谷通り 狛江駅南入口
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乙坂さん

魚のうまさ引き出す銀座仕込みの技

1月8日 こまえ初春まつりが行われ、多摩川緑地公園グ
ランドを訪れた数多くの市民たちは新年を飾る消防団出初式、
どんど焼、ロードレースの３つの行事を楽しんだ。
消防団出初式は、にぎやかなまといの振り込みに続いて市
内6つの消防団と消防少年団など約190人が整然と行進。消
防ポンプ自動車操法などの模範演技などが披露された。最後
の一斉放水では赤、緑、黄色など６色の放水がカラフルな弧
を描き、見物の市民から大きな歓声が上がっていた。
狛江市ボーイスカウト連絡協議会（服部英広会長）のどん

ど焼は、子どもたちに小正月行
事の楽しさを伝えようと催されて
いるもの。ボーイスカウトの隊員
が河川敷で刈ったカヤや竹などで
作った高さ約10㍍の三角すい形
の小屋に火がつけられると、数
分で大きな炎に包まれた。会場

では甘酒やおしるこ、狛江産野菜の豚汁無料配布をはじめ警
察、消防、自衛隊、小田急電鉄の体験ブース、オリンピック・
パラリンピック特設ブースが設けられ、親子連れの人気を集め
ていた。
新春の多摩川堤防を走るロードレース(狛江市教育委員会主
催)には509人が参加。1㌔、2㌔、3㌔、5㌔、10㌔の5コ
ースで年齢や性別に応じて14クラスに分かれ健脚を競った。
参加したランナーたちは、冷たい川風にも負けず、額に汗をに
じませながら力走をみせていた。

出初式 どんど焼 ロードレース

こまえ初春まつり－多摩川に新春楽しむ人の波


